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We investigate relation between Accounting Information Systems and Wikinomics by 
means of Complex Adaptive Systems.  
 
 
1. はじめに 
 
 最近のインターネット及びその関連技術の発展は「Web2.0」と総称され、企業経営に少なか
らぬ影響を与え始めている。Web2.0 企業の代表として取り上げられる企業はグーグル、アマゾ
ン、マイスペース、ユーチューブなどであるが、これらの企業はインターネットをインフラとし、
それぞれWeb上での検索、通販、SNS、動画配信を中心とするWeb世界の企業である。しかし
ながら、Web2.0 的なマスコラボレーションによる開発・生産を重視する経営手法は一般の企業
にも広がりつつあり、これらの形態はウィキノミクスと呼ばれている
１ 
 
。 
本稿においては、ウィキノミクス的な企業の会計情報システムを複雑適応系の観点から考察す
る。 
 
 
２. 情報システム 
 
 コンピュータを中心としたシステムには、コンピュータシステム、情報処理システム、情報シ
ステムといった名称が付けられているが、浦、市川はこれらのシステムの違いを次のように述べ
ている
２ 
 
。 
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①コンピュータシステム 
 コンピュータの物理的機構（ハードウェア）に論理的な機構（基本ソフトウェア）を積み上げ
たものをコンピュータシステムという。 
 
②情報処理システム 
 コンピュータシステムに、ある業務を想定してそのための応用ソフトウェアを織り込んだもの
を情報処理システムという。すなわち、データの収集・記録・加工・配賦に関わる一連の仕組み
の総称ということができる。ここで「一連の仕組み」とは、ハードウェア、基本ソフトウェア、
応用ソフトウェアを指している。 
 
③情報システム 
 情報処理システムと、これを扱う人間も含めた組織体を念頭におき、それらの全体を指すとき
情報システムという。 
 
 これらのシステムは一つの企業内のシステムを念頭においているが、Web2.0 あるいはウィキ
ノミクスで必要となるシステムは企業内のシステムだけではなく、インターネットが本質的な役
割を果たす。インターネットなしではマスコラボレーションによる開発・生産を主とする経営手
法は存在しえない。このような経営情報システムを上記の①～③に加えて 
 
④web情報システム 
 
と呼ぶことにする。web情報システムは企業内の情報システム（企業内部の人間も含む）とイン
ターネットおよびインターネットで結ばれた企業外部の膨大な数の協働する人間を含む巨大なネ
ットワークであり、①～③が企業の所有するネットワークであるのに対し、web情報システムに
おいては全ネットワークに対して企業の所有という概念は存在しない。企業，外部の協働する人
間は自分が所有する情報システムやパソコンをネットワークの一部分として部分的に保有するに
過ぎない。協働する企業外部の人間の場合、パソコン一台と一人の人間の組あるいは携帯電話一
台と一人の人間の組という場合も多い。これらの組は③の情報システムの最も簡単なタイプと考
えられるので、web情報システムはインターネットで連結された膨大な数の情報システムである
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とみなすことができる。 
本稿ではウィキノミクス的な企業の会計情報システムはこの web 情報システムで構成されて
いると考えて、解析を進めてゆく。 
 
 
3. 会計情報システムと経営情報システム 
 
 現在では、会計情報システムは業務統合型会計情報システムの段階まで発展しており
３ 
 
、個々
の業務システムが単独に存在するわけではないので
４ 
 
、会計情報システムと経営情報システムと
の区別はつきにくくなっている。業務統合型会計情報システムにおいては、本来の会計情報シス
テムは他の業務システムと同様に部分システムとして存在しており、業務統合型経営情報システ
ムの一部として存在する。 
 しかしながら、会計情報システムの機能は５－12 
 
     １．帳簿管理機能 
 
     ２．会計報告機能 
 
     ３、予算編成機能 
 
     ４．意思決定機能
13
 
 
 
     ５．環境会計機能 
 
     ６．原価計算・原価管理・原価低減機能 
 
であり、これらの機能は他のすべての業務システムと関わりを持つので、会計情報システムは機
能的に他のすべての業務システムを一つにまとめる役割を持っている。したがって、業務統合型
経営情報システムを会計情報システムとみなす見方も可能である。 いずれの見方にしても、こ
こで考察の対象とするのは業務が統合された経営情報システムである。 
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 後述するように、Web2.0 においては「集合知」による意思決定が重要となってくる。会計情
報システムの機能の中でも意思決定機能は最も重要視される機能であるから、新しい意思決定プ
ロセスに対する会計情報システムの役割は今まで以上に大きなものとなってくる。 
 
 
4. Web2.0 とウィキノミクス 
 
 Web2.0とは、ティム・オライリ－が提唱した概念でWebの新潮流を総称したものである
14
 
。 
ティム・オライリ－は「Web2.0の原則」として以下の７項目をあげている。 
 
１．プラットフォームとしてのウェブ 
 
２．集合知の利用 
 
３．デ－タは次世代の『インテル・インサイド』 
 
４．ソフトウェア・リリ－スサイクルの終焉 
 
５．軽量なプログラミングモデル 
 
６．単一デバイスの枠を超えたソフトウェア 
 
７．リッチなユ－ザ－体験 
 
 また、論文のコラム欄で「Web2.0のデザインパタ－ン」として以下の8項目をあげている。 
 
１．ロングテ－ル 
 
２．デ－タは次世代の『インテル・インサイド』 
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３．ユ－ザ－による付加価値創造 
 
４．ネットワーク効果を促す初期設定 
 
５．一部権利保有 
 
６．永久にベ－タ版 
 
７．コントロ－ルでなく協力 
 
８．単一デバイスの枠を超えたソフトウェア 
 
 Web2.0については、 
 
Web2.0が意味するものについては、いまだに深刻な意見の相違がみられる。 
 
とティム・オライリ－自身が論文
14
 
の中で述べているように、人により意味する内容が異なって
いるのが現状である。 
 グーグルなどのWeb世界を主たる活動の場とするWeb2.0的企業においては、オライリ－の7
項目の「Web2.0の原則」と8項目の「Web2.0のデザインパタ－ン」をすべて備えている企業も 
存在するが、Web2.0 的な考え方を一般の企業の開発、生産、販売に適用しようとするウィキノ
ミクスにおいては必ずしもこのすべての原則とデザインパタ－ンを備える必要はない。本稿では
ウィキノミクスを以下のように定義する。 
  
 インターネットを通じて企業と自らの自由意志で参加する企業外部の膨大な数の人間が対等な
立場で緩やかに結びつき、開発や生産などにおいて（企業が主導することなしに）自発的に発生
した秩序のもとで協働し、目的を達成する。その際、企業は情報を積極的に開示し、情報を全体
で共有し、また得られる成果（利益）も企業が独占するのではなく、何らかの形で外部の参加者
全員が享受できるようにする（自発的に参加した人間にとっての利益とは、必ずしも物質的なも
のである必要はなく、参加することにより得られる満足感であってもよい。）。 
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 このような組織体が成立したとき、本稿では「ウィキノミクス」と呼ぶ。 このウィキノミク
スという仕組みはグーグルやアマゾンなどの Web 世界の企業のみならず、一般の企業でも活用
できるシステムである。実際、ゴールドコープという鉱山（産金）会社は外部に情報を公開し、
膨大な数の外部共同者を得て、オープンソース型探査を確立し、世界的にも有数の産金会社に発
展した
１ 
 
。また、商品開発においても、従来型のメーカー主導による開発ではなく、ユーザ （ー消
費者）に最初から参加してもらい、ユーザーとともに作り上げてゆくという方式が行われ始めた。
ただし、現状では従来型の企業も多く、大多数の企業がウィキノミクスの方向に動いているとい
うわけではないが、小さいながらも変化は着実に起きている。 
 本稿においては、このようなウィキノミクスを形成する組織体における会計情報システム（基
盤となるシステムは④Web情報システムである）を考察の対象とする。以下では、この会計情報
システムを「ウィキノミクス的会計情報システム」と呼ぶことにする。 
 
 
５. ウィキノミクス的会計情報システム 
 
（1）内部統合と外部統合 
 
 従来の会計情報システム（業務統合型会計情報システム）は外部からの情報を網羅的に取り入
れていたが、会計情報システムが企業の所有であり、会計的事項の記録、業績管理会計報告、予
算編成、意思決定などを通じて他部門（企業の内部）を統合する役割を有していた。とくに予算
編成においては、アコモデーション的な統合となっていた 10。 
 それに対して、ウィキノミクス的会計情報システムはインターネットにより連結された膨大な
数の人間をも対象としているので、企業内で企業が所有する業務統合型会計情報システム（以下
狭義の会計情報システムと呼ぶ。）は企業外部の統合がより重要になってくる。外部統合において
は、企業が主導するのではなく、ウィキノミクス的会計情報システム（Web情報システム）を通
じて自主的な秩序を容易に形成できるような環境を整えることを第一とし、その結果、得られた
成果を狭義の会計情報システムにより解析し，企業活動に役立て、また、同時に解析した結果を
公開し、企業と参加した外部の人間からなる組織体の共通の知識とする。このような組織体が成
立しうるのは、インターネットによる非常に安価な双方向通信のおかげであり、したがって、ウ
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ィキノミクス的会計情報システムの存在は本質的に重要である。 
 
（2）集合知による意思決定 
 
 従来の業務統合型会計情報システム（狭義の会計情報システム）の意思決定は、外部の情報は
最大限取り入れるものの、一つの企業内の意思決定者（意思決定グループ）の意思決定であった。 
それに対してウィキノミクス的会計情報システムの意思決定は膨大な数の人間が関与する意思
決定、すなわち集合知による意思決定であり、今までの狭義の会計情報システムの意思決定とは
全く異なっている。集合知による意思決定の方法は、リナックスやゴールドコープなど数々の成
功例があるが、現在も発展中であり、今後もさらに有用な方法が開発されてゆく領域である。 
しかしながら、狭義の会計情報システムの意思決定のように、少数の専門家による意思決定も
その重要性は変わっておらず、今後は両方の意思決定方法を使い分けることが重要となってくる。 
 
 
６.複雑適応系 
 
 複雑な系について、その系の複雑さそのものを問題にするのが「複雑系」であり、情報処理の
仕組みに着目してその系を考察するのが「複雑適応系」である。ここでは「複雑適応系」につい
て考える。 
 マレー・ゲルマンは複雑適応系について、地球上の生命の起源、生物の進化、生態系の中での
生物の行動、哺乳動物の免疫システムの働き、動物（人間も含む）の学習と思考、人間社会の進
化、金融市場における投資家の行動などの過程で共通する特徴があるとして 
 
    それぞれの複雑適応系が自らを取り巻く環境と、自分とその環境との相互作用に関する
情報を得て、その情報の中に規則性を見出すこと、そしてそれらの規則性を一種の「ス
キーマ」あるいはモデルへと圧縮し、そのスキーマをもとに現実の世界で行動すること
である。どの場合でも、さまざまなスキーマが競い合っており、現実の世界での行動の
結果がフィードバックされて、これらのスキーマ間の競合に影響を与える
15
 
。 
 
と述べている。 
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 また、ジョン・ホランドは複雑適応系についてマレ ・ーゲルマンとは別の定義を与えている
16－18。 
ジョン・ホランドの定義によると、複雑適応系とは多数の「適応的エージェント」からなるシス
テムであり、以下に述べる 4 つの属性と3 つのメカニズムを持つシステムである。4 つの属性と
は、 
     
    １．.集合的特性 
 
    ２．非線形性 
 
    ３．.流れ 
 
    ４．多様性 
 
であり、3つのメカニズムとは、 
    １．標識化 
 
    ２．内部モデル 
 
    ３．積木 
 
である。 
 「集合的特性」とは、システムを構成する多数の適応的エージェントが関与しあうことによっ
て生じる集合の特性である。また、「流れ」とはエージェント間の情報の流れであり、「標識化」
とは集合体の形成を促進する一種の標識である。「多様性」とは多種多様な適応的エージェントが
存在しているという適応的エージェントに関する多様性である。「内部モデル」とはマレー・ゲル
マンの複雑適応系における「スキーマ」にあたるもので、これにより複雑適応系はさまざまな変
化にも適応し、一貫性を保持している。「積木」はさまざまな行動を起こすときに使用頻度の高い
行動を構成要素として保存しておき、それを積木のように組み立てて使用することができるよう
にしたものである。 
 ジョン・ホランドの複雑適応系における「適応的エージェント」はマレー・ゲルマンの複雑適
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応系と同じであると考えられるので、マレー・ゲルマンの複雑適応系が多数集合したものがジョ
ン・ホランドの複雑適応系である。 
 複雑適応系は情報の処理に着目した概念なので、情報を扱う会計情報システムの解析に適用す
るにはふさわしい概念である。 
 
 
７.複雑適応系とウィキノミクス的会計情報システム 
 
 本稿で考察するシステムは企業の会計情報システムに外部の人間が多数インターネットによ
りつながったシステム（Web情報システム）である。システムには人間も含まれており、企業か
ら見れば外部の人間であっても、システム（Web 情報システム）にとっては内部の人間である。 
 
(1) コンピュータと複雑適応系 
 
マレー・ゲルマンはコンピュータと複雑適応系について次のように述べている 
 
    コンピュータは複雑適応系として機能することができる。ハードウェアをそう働くよ
うに設計するか、ふつうのハードウェアをもつコンピュータを学習する、適応する、
あるいは進化するようにプログラムするのである。これまでの設計、あるいはプログ
ラムの多くは何らかの生きている複雑適応系の働きを簡易化して、それをまねること
で作られている
19
 
。 
 
そして 
 
    コンピュータ複雑適応系としてよく知られているものの1つがニューラルネットワーク
で、ソフトウェアとハードウェアのどちらでも実行できる
20
 
。 
 
と例を挙げて説明している。 
 一方、会計情報システムに関して、南澤は 
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    道具であるコンピュータの性能は随分よくはなったが、現在および近い将来の段階では
まだまだ未発達のものであるということ
21
 
 
 
と述べ、さらに 
 
    経営の意思決定といった社会的、経済的、人間的要素等も大きく含んだ複雑な意思決定
ということになると、まだまだ到底人間にはかなわない（自動制御のように限られた、
しかも物理的な面においては現在でも自ら情報を検出し、判断、意思決定を行う上、制
御行動さえしてしまう場合があるが）
22
 
 
 
と解説している。 
 この２つの主張でもわかるとおり、コンピュータ単独でも複雑適応系になりうるが、ここで扱
う会計情報システムのように高度な意思決定を伴う場合は、コンピュータ単独では複雑適応系と
なるの難しく、人間の介在が必要となる。本稿のシステム（web情報システム）では人間も含ん
でいるので、人間とコンピュータを組にして、その組を複雑適応系と考える。企業内の情報シス
テムはコンピュータなどの情報機器も多数あり、人間も多数含まれるが、これらを一体と考えれ
ばジョン･ホランドの複雑適応系として扱える。また、外部の人間の場合は一台のパソコンと一人
の人間あるいは一台の携帯電話と一人の人間という場合が大半であるが、一台のパソコン（ある
いは一台の携帯電話）と一人の人間を組にして一体として扱うことにすると、これらはマレー･
ゲルマンの複雑適応系として扱える。したがって、本稿で考えるウィキノミクス的会計情報シス
テム（web情報システム）は2種類の複雑適応系を含むことになる。 
 
(2) マレー･ゲルマンの複雑適応系とウィキノミクス的会計情報システム 
 
 ここでは、ウィキノミクス的会計情報システム全体がひとつの複雑適応系であることを示す。
まずは、マレー･ゲルマンの複雑適応系になっているかどうかを考える。 
Web2.0 の重要な要素として「集合知」というものがある。これは一部の専門家（たとえば社
内の専門家）の判断よりも、外部も含めた膨大な数の人間（その中には社内の専門家だけでなく
外部の社内にはいないような専門家も含まれる）の判断のほうが正しいという考え方である。わ
れわれが扱うウィキノミクス的会計情報システムはこの集合知によって判断が下せるようなシス
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テムである。このような機能が備わってないシステムは、ウィキノミクス的会計情報システムと
呼ぶことはできない。 
では判断の基準となるスキーマは何か。スキーマは複雑適応系が周囲の環境と相互作用して得
られた情報から規則性を見出し、その規則性をさらに圧縮して得られたものである。これに相当
するもの（の一部）はティム・オライリ－が提唱した7つの「Web2.0の原則」と8つの「Web2.0
のデザインパタ－ン」である。これらの原則とデザインパタ－ンはグーグルやアマゾンなど発展
中の Web2.0 的企業の行動から得られた情報を集約し原則やデザインパタ－ンまで高められたも
のであるから、まさしくスキーマとなっている。ただし、グーグルやアマゾンなどの Web を活
動の中心にしている企業のウィキノミクス的会計情報システムは 7 つの「Web2.0 の原則」と 8
つの「Web2.0 のデザインパタ－ン」すべてをスキーマとすることも可能である場合が多いが、
一般的な企業のウィキノミクス的会計情報システムはすべてをスキーマとすることはできない場
合が多く、その一部分をスキーマとする場合もある。 
この考えに対して、スキーマ自体は企業そのもののスキーマであって、会計情報システムのス
キーマとするのはおかしいという考え方も成り立つ。確かに企業のスキーマであるという考え方
は正しい。しかし、Web2.0 やウィキノミクスはインターネットとそれによってつながれた莫大
な数の情報システム（一台のパソコンあるいは一台の携帯電話と一人の人間の組みも情報システ
ムと考える）が作り出す世界の話であり、その世界に入り活動するためには当然情報システムが
必要となる。そしてその世界で成功するためにはウィキノミクス的会計情報システムが必要であ
り、その行動指針であるスキーマはウィキノミクス的会計情報システムにとっても必須のもので
ある。すなわち、企業にとってもその企業のウィキノミクス的会計情報システムにとっても必須
のスキーマとなっている。 
 以上の考察より、ウィキノミクス的会計情報システムはマレー･ゲルマンの複雑適応系であるこ
とが示された（非線形性については(3)を参照）。 
 
(3) ジョン・ホランドの複雑適応系とウィキノミクス的会計情報システム 
 
 ここではウィキノミクス的会計情報システムがジョン・ホランドの複雑適応系であることを示
す。適応的エージェントとしては人間とコンピュータ（あるいは携帯電話）の組み合わせを考え
ればよい。この組み合わせはマレー･ゲルマンの複雑適応系に当たるので、適応的エージェントと
しては最適である。 
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１．集合的特性 
 ウィキノミクスは多数の適応的エージェントが協働して目的を達成するシステムであるから、
その目的が集合的特性と考えられる。すなわち、集合的特性は存在する。 
 
２．非線形性 
 数式化されていないモデルにおいて非線形性を考察するのはかなり難しいことではあるが、こ
こでは情報量と費用について考えることにする。ウィキノミクスが成立した第一の要因はインタ
ーネットにより情報の収集･伝達・共有が従来に比べ非常に低額な費用で可能になったことである。 
ウィキノミクスが成立している組織体の内部で収集・伝達・共有する情報量が急激に増加しても、
それに要する費用は急激に増加しない。すなわち、ウィキノミクスを成立させている第一の要因 
の情報量と費用の間で比例関係が成り立たないので、情報量と費用の間には非線形性が存在する
と考えてよい、 
 
３．流れ 
 企業による情報の開示と情報の全エージェントによる共有はウィキノミクスの重要な成立要因
であるから、エージェント間の情報の流れは確実に存在する。 
 
４．多様性 
 膨大な数の企業外部の人間が自発的に参加するので、エージェントの多様性は確実に存在する。 
 
５．標識化 
 「新しい金鉱山の発見」、「新商品の開発」などの具体的な目的があってウィキノミクスが構成
されるので、この目的が標識となる。 
 
６．内部モデル 
 内部モデルはマレー･ゲルマンの複雑適応系のスキーマに当たるので、既に議論した。 
 
７．積木 
 Web上での情報の収集・伝達・共有などのウィキノミクスに必須の具体的な技術で有効性があ
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り、使用頻度の高いものを定式化して保存することは確実に行われるので、これが積木に当たる。 
 
以上の考察より、ウィキノミクス的会計情報システムがジョン・ホランドの複雑適応系である
ことが示された。 
 
 
８. 適応度と適応度地形 
 
(１) 適応度と適応度地形 
23
 
 
 
 複雑適応系に関連した重要な概念として「適応度と適応度地形」がある。複雑適応系は外部か
ら得られる情報から規則性を抽出し、それをスキーマと呼ばれる内部モデルへと圧縮して、その
スキーマをもとにして行動する。スキーマのとる状態は膨大な可能性があり、それらが行動の結
果のフィードバックによって淘汰され、あるいは修正される。このスキーマの改善が「適応」で
ある。 
 スキーマの一般特性を数値と＊（アスタリスク）で構成される文字列で表すことがある。たと
えば2進数値を持つ長さＬのスキーマは 
 
            （a 1,a 2,-------,a 1,-----------,a L） 
     ただし、a 1,は0か1か＊。この例では＊は0か1のどちらでもよい。 
 
スキーマは、可能なすべての組み合わせの空間の中で自分の型に合う部分空間を表している。 
 環境に対するスキーマの適応の度合いを表す数値として「適応度」という尺度が導入されてい
る。スキーマの変化に伴う適応度の変化を可視化するために「適応度地形」が導入されている。
前述の長さLのスキーマの場合、Ｌ次元空間を考えて一つのスキーマを空間の1点で表す。この
空間に（Ｌ＋１）次元目の軸を加え、この軸に沿って適応度をプロットしてゆく。こうしてでき
た図形が適応度地形である。適応度地形においては、低い位置から高い位置へ移動することが「適
応する」ということになる。 
 
(２) 適応度とウィキノミクス的会計情報システム 
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 適応度地形を用いて狭義の会計情報システムがウィキノミクス的会計情報システムに進化する
過程を考える。会計情報システムに入力される情報には 2 種類の情報がある
７ 
 
。一つ目は意思決
定に直接関係する情報であり、日常的な業務に関する情報である。狭義の会計情報システムによ
る企業内の少数の人間の意思決定では対応できないような集合知による意思決定の出現は、会計
情報システムをウィキノミクス的会計情報システムに進化させる要因の一つとなっており、この
ような情報から抽出したものはスキーマの一部を構成すると考えられる。このようなスキーマを
本稿ではⅠ類のスキーマと呼び、Ⅰ類のスキーマの集合をS1で表す。二つ目の情報はハードウェ
アやソフトウェアの進歩、会計情報システム論や会計学、情報理論などの関連諸科学の新しい成
果である。これらの情報は会計情報システムを進化させる。そしてこれらの情報から抽出された
ものはスキーマを構成する重要な部分となる。このようなスキーマを本稿ではⅡ類のスキーマと
呼び、Ⅱ類のスキーマの集合を S2で表す
７ 
 
。 
 これらの2種類の情報から抽出された2種類のスキーマはおのおののスキーマが作る部分空間
の直積で表されると考えることができる７。 
 
       ｛（a,b）|a∈S1,ｂ∈S2｝ 
         a={a1,a2,-------,a M} 
b={b1,b2,-------,b N} 
  ただし、Ⅰ類のスキーマの長さをM、Ⅱ類のスキーマの長さをNとした。 
 
適応度は（N+M+1）次元目の軸を考えてプロットすればよい。 
 このような適応度地形においてその変化を考える。適応度地形は会計情報システムの要求に対
する変化（Ⅰ類のスキーマに関係する）とハードウェアやソフトウェアの進歩など（Ⅱ類のスキ
ーマに関係する）により変化する。 
 まず、Ⅰ類のスキーマに関係する変化を考える。業務統合型会計情報システム（狭義の会計情
報システム）では集合知による意思決定には対応できず適応度は低下する。その後、このような
意思決定に対応するためウィキノミクス的会計情報システムに進化したと考えられるが、この変
化は本質的なものであり、会計情報システムに対する考え方を著しく変化させたので、生物の進
化における突然変異に相当し，業務統合型会計情報システムと同じ山の頂上に移動したわけでは
なく、全く別の山の頂上に飛び移り、適応度を上げ、新しい状況に対応したと思われる。 
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 次に、Ⅱ類のスキーマに関係する変化を考える。Web2.0 的現象の代表例であるブログは従来
の Web に比べて使用法が簡単で、また双方向の情報のやり取りも容易であるため、急激に普及
したが、集合知という面では重要な役割を果たしている。従来のWebはHTMLが中心であった
が、ブログはXHTML+CSS が技術的基礎となっており、ソフトウェアの進化がWeb2.0 的現象
を支えている。ウィキノミクス的会計情報システムへの進化は Web2.0 なしでは不可能であるか
ら、このような技術的情報から得られたものもスキーマとなり、突然変異的な進化を後押しし、
適応度地形において他の山の頂上に飛び移ることを容易にしている。 
 
 
９. カオスの縁 
 
(１) カオスの縁
24
 
 
 
 「カオスの縁」はセルオートマトンの研究において現れた。セルオートマトンは次のように定
義される
25
 
。 
 
    格子の次元をｄとする。時刻ｔは非負の整数、位置 i=(i1, i2,----, id)の座標は整数とする。
それぞれのセルは 0 からM-1までのM個の状態のうち一つをとる。位置 i のセルの時
刻ｔでの状態をaｔiで表す。位置 iのセルの次の時刻ｔでの状態aｔ+1iはセルの近傍 
i+r1,------------------------------------- , i+rn 
        のセルの状態の関数として定められる。 
 
aｔ+1i=f (aｔi+r 1,------------------- aｔi+r n) 
  (fを遷移関数という。) 
  
 セルオートマトンはフォン・ノイマンによって考案されたが
26
 
、スティーブン・ウォルフラム
は数多くのセルオートマトンを系統的に調べ、力学系とのアナロジーによりクラス 1、2、3、4
の4つに分類した。クラス1は力学系の平衡点、クラス2はリミットサイクル、クラス3はカオ
スに対応しているが、クラス4に対応する力学系は存在しなかった
27
 
。 
 クリストファー･ラングトンは、質的に分類された 1 次元セルオートマトンを考察するために
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λパラメータという概念を導入した 28,29。 
 
    セルが取りうるｋ種類の状態の任意の一状態を選択し、それを｢静状態｣とよぶ。遷移規
則において、ｎｑ個の遷移がこの静状態になる時、λパラメータを次のように定義する。 
 
                λ=(kN-nq)/kN 
 
 さらに、λパラメータを0から1まで変化させた時の複雑さの変化を見るために「相互情報量」
という概念を導入する30，31。相互情報量とは、ある2つの事象において、一方の情報を得ること
によって他方の情報がどのくらい得られるかを表す指標であり、この指標により、あるセルの状
態を考察する時、他のセルを観察することによって得られる（あるセルについての）情報を計る
ことができる。各クラスの相互情報量はクラス1が0，クラス2ではやや増加し，クラス3では
0 に近くなり、クラス 4 では最大になる。すなわち、クラス 4 では静的すぎず動的過ぎず、秩序
とカオスがちょうど良いバランスで交じり合っていることがわかる。この領域が「カオスの縁」
と呼ばれている領域であり，情報処理という観点から見ると、カオスの縁でのみ、情報が適度に
保持される安定性と適度に伝達される流動性とが微妙なバランスを保てるのである
32
 
。 
 カオスの縁では、環境の変化に対しても柔軟に対応できる状態であり、自然界や人間社会にお
ける創発はこの「カオスの縁」において生じていると推定できる。複雑適応系はカオスの縁に向
かい、カオスの縁で環境の変化に対応しながら進化してゆく（創発を生じる）と考えられる。 
 
(２) カオスの縁とウィキノミクス的会計情報システム 
 
カオスの縁を用いて狭義の会計情報システムがウィキノミクス的会計情報システムに進化する
過程を考える。狭義の（業務統合型）会計情報システムにおいては、可能な限り多くの情報を収
集するシステムになってはいるが、意思決定者は企業内の一部の人間に限られていた。しかしな
がら、インターネットを介した集合知による意思決定が重要さを増してくると（環境の変化）、従
来の（狭義の）会計情報システムでは対応できず、その状態に対応するためシステム（あるいは
システムの運用法）の改良が模索され、その結果ウィキノミクス的会計情報システムが出現する
（創発が生じる）。この過程の中にカオスの縁が存在している。 
 もう少し詳しくこの過程を考察することにする。新たな創発が生じる過程は 
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秩序状態➪カオスの縁➪カオス状態 
 
に対応していると考えられる
33
 
。「秩序状態」は従来からの一定の状態が問題なく機能している時
であり、｢カオスの縁｣は環境の変化によって従来の状態が機能しにくくなり、新しい状態を模索
している混沌とした時であり，新しい状態が出現するのが｢カオス状態｣である。従来の（狭義の）
業務統合型会計情報システムが一定の機能を果たしている時が「秩序状態」、集合知による意思決
定の重要さが増し、従来の（狭義の）会計情報システムが機能しにくくなり、その状態に対応す
るためシステム（あるいはシステムの運用法）の改良が模索されている時が「カオスの縁」、最後
にウィキノミクス的会計情報システムが出現して「カオス状態」となり、その後新しいシステム
（ウィキノミクス的会計情報システム）が新しい環境に適応して「秩序状態」に戻る。 
 
 
10. 最後に 
 
本稿ではウィキノミクス的会計情報システムがマレ ･ーゲルマンの複雑適応系であり、ジョン・
ホランドの複雑適応系であることを証明し、さらに、「適応度と適応度地形」や「カオスの縁」と
いう概念によりウィキノミクス的会計情報システムへの進化を考察した。ウィキノミクス的会計
情報システムにおける集団的な意思決定は企業等の組織における集団的な意思決定とはかなり異
なっているので、今後はウィキノミクス的会計情報システムにおける意思決定をより詳しく研究
していきたい。 
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